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元気になった安倍氏の主張 2009/04/30 18:24 

  

世界は日本の「覚悟」を待っている 

麻生総理、集団的自衛権の決断を 

  
  
 雑誌「正論」六月号が届きました。メニューはいろいろで読みどころは沢山ありますが、ここのところ元気を取り戻した安部晋三

元首相が北朝鮮のミサイル発射に関して八ページにわたって「集団的自衛権行使」に踏み切れと、自説を述べています。ごく一

部ですがその部分を紹介します。 
  
 安倍氏は今回の麻生総理がとった毅然とした対応を評価し、返す刀で「民主・社民の連立政権だったら同盟国のアメリカの反

発を呼んでいた」とバッサリやってます。 
  
 何回も言いますが、今の日本を取り巻く情勢は、「集団的自衛権行使」に踏み切るにはこれ以上はない環境とタイミングにあり、

正に天が麻生総理にプレゼントした最大の贈り物でしょう。これでずるずる何もしないまま選挙を迎えたら、本当に時局の読めな

い首相として永遠に記憶されることは間違いありません。 
  
 一方で、ここで堂々と閣議決定し、反対する内閣法制局のメンバーをクビにした上で、「日本は同盟国としての責任を果たす覚

悟だ」と記者会見すれば、良識ある国民の大多数は拍手喝采するでしょう。 
  
 いくら反日マスコミが脊髄反射で叩きまくっても支持率は上昇、選挙も勝利する（筈です）。日本国民はそれほどバカではありま

せん。日本の「覚悟」を首相のリーダーシップで実現すべきです。麻生さん、男なら決断しろ、歴史に

名を残せ！。 

  

   
    正論６月号は定価680円で発売中です。 
  
  

突き付けられた課題 

  
（前略） 一方、今回の日本政府の対応は適切であったとはいえ、その成果に甘んじていてはなりません。将来、北朝鮮が再び暴

挙を仕掛けてきた時(その恐れは極めて高いと言えますが)、日本が今回と同様の対応を取れるとは限りませんから。日本の安
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全保障政策は様々な欠陥を抱えており、本質的に解決するには、新たな一歩を踏み出すことが必要です。 
  
 私はこの稿の冒頭で、歴史に岐路があるなら、今がそうではないかと書きました。日本の決断次第で今後の歴史が大きく変わ

ると。その決断とは、政府が今、まさにこのタイミングで、安全保障の法的基盤を再構築できるかどうかにかかっています。 
  
 さらに言えば、憲法九条の解釈を変更し、集団的自衛権を行使できるかどうかに、日本の将来がかかっているといって過言で

はない。そして私は、麻生政権がこの決断を必ずしてくれると信じています。 
  
 今回、国際世論の反対を押し切って北朝鮮がミサイルを発射した狙いは、六カ国協議が停滞する中で、イラクやアフガニスタン

など中東問題に向けられたアメリカの関心を再び北朝鮮に引きつけ、米朝協議などでさらなる譲歩を引き出すことにあったと言え

るでしょう。実際、テポドンはハワイやアラスカを射程におく長距離弾道弾で、今回の発射により脅威が増したのは、日本ではなく

アメリカでした。 
  
 しかしゲーツ国防長官は発射前、「アメリカを標的としない限り、迎撃する計画はない」との考えを明らかにしました。この発言に

対し、「日本が標的にされても何もしないということか」などと批判する声も一部に出ましたが、私は違った見方をしています。 
  
 逆に、ゲーツ長官があの時、「アメリカの一部を射程におくテポドンは重大な脅威であり、発射されれば直ちに迎撃する。同盟国

の日本も協カしてほしい」と言っていたら、どうなっていたか。 
  
 現状では、アメリカに向かうミサイルを撃ち落とすのは集団自衛権の行使にあたり、憲法解釈上認められていません。昭和五

十六年の政府答弁書には、こう書かれています。 
  
  「我が国が国際法上、このような集団的自衛権を有していることは、主権国ある以上当然であるが、憲法第九条の下において

許容されている自衛権の行使は、我が国を防衛するため必要最小限度の範囲にとどまるべきものであると解しており、集団的自

衛権を行使することはその範囲を超えるものであって、憲法上許されないと考えている」 
  
 この見解をもって、「日本はアメリカに向かうミサイルを迎撃する能カも権利も有しているが、憲法九条の解釈上、アメリカの要

請に応じることはできない。日本に落ちてくるかも知れないミサイルの破片などは撃ち落とすが、アメリカに、向かう、ミサイル本

体はアメリカが単独で迎撃して下さい」ーと、そんなことが言えるでしょうか。 
  
 権利を有していれば行使できると考えるのが、国際社会の常識です。日本の非常識がいつまでもアメリカに通じるとは、到底思

えません。 
  

   
  すっかり元気になって活躍が見えるようになった安部晋三元首相 
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タグ： 正論  安部晋三  麻生太郎  集団的自衛権  北朝鮮  日米同盟  キッシンジャー元米国務長官  安保法制懇談  憲法

解釈見直し   

憲法解釈変更の英断を 

  

 アメリカに向かうかもしれないミサイルを迎撃すべきかどうか、その決断を日本が早晩迫られるだろうということを、私は数年前

から予測していました。総理の職にあったとき、私は戦後レジームからの脱却の一環として、安全保障の法的基盤の再構築を検

討する懇談会(安保法制懇)を設けましたが、その目的の一つが、まさにこのミサイル間題でした。懇談会で検討するよう私が指

示した問題意識の一つは、次のようなものです。 
  
 「同盟国である米国が弾道ミサイルによって甚大な被害を被るようなことがあれば、我が国自身の防衛に深刻な影響を及ぼす

ことも間違いない。それにもかかわらず、技術的な問題は別として、仮に米国に向かうかも知れない弾道ミサイルをレーダーで捕

捉した場合でも、我が国は迎撃できないという状況が生じてよいのか」 
  
 これに対する懇談会の提言は、理にかなった建設的なものでした。すなわち、①弾道、ミサイル防衛は日米共同で成り立ち、日

米の緊密な連携関係を前提としているため、そこから我が国の防衛だけを切り取ることは事実上不可能である。②米国に向かう

弾道ミサイルを我が国が撃ち落とせるのに撃ち落とさないとしたら、安全保障の基盤である日米同盟を根幹から揺るがすことに

なるので、絶対に避けなければならない。③このため従来の憲法解釈を変更し、集団的自衛権の行使を認めるべきである-との

方針を、明確に打ち出したのです。 
  
 誠に遺憾ながら私自身の体調悪化のせいで政権が持続せず、この提言に基づく法整備を行うことはできませんでした。示唆に

富んだ提言は宙に浮いたままであり、残念でなりません。 
  
 肝に銘じておかなければならないのは、アメリカにも感情があるということです。日米安全保障条約第五条によれば、日本の施

政下にある領域が武力攻撃を受けた場合、日米両国はそれが自国の平和及び安全を危うくするものと認め、自国の憲法上の規

定及び手続きに従って共通の危険に対処するように行動するーと定められています。この規定があるからアメリカは日本を守っ

て当然だと考えるのは、道義的にも間違っている。 
  
 たとえば北朝鮮が日本の領域にミサイルを撃ち込んできて、二発目、三発目と発射する構えをみせたとしたら、専守防衛の日

本の自衛隊には打撃力がありませんから、米軍の戦闘機が飛び立って北朝鮮の基地を攻撃することになります。むろん北朝鮮

側でも待ち構えているでしょうから、大変な危険があると言わざるを得ない。若い米軍パイロットが、日本のために命をかけること

になるのです。その意味を、私たちは深く考えなければなりません。 
  
 若い米軍パイロットには、父母がいて、兄弟がいて、恋人もいるでしょう。あるいはすでに結婚していて、小さな子供がいるかも

しれない。その親兄弟、恋人、子供たちを守るために、彼は米軍に入り、命をかけて任務を遂行しているのです。 
  
 日本を標的にする北朝鮮に向けて飛び立つのも、それが自国の安全に資すると信じるからです。それなのに日本が、自らは守

ってもらってもアメリカは守らないというのなら、彼は何と考えるでしょう。彼の愛する人々はどう思うでしよう。 
  
 かつてキッシンジャー元米国務長官は、「同盟は『紙』ではなく『連帯感』である」と言いました。逆に言えば、信頼に裏打ちされ

た連帯感がなければ同盟条約など紙切れにすぎないのです。まして現在のように、米国が一方的に日本を守るという片務的な

日米同盟では、今後の維持・発展は困難です。 
  
 憲法九条の解釈を変更し、集団的自衛権の行使に踏み切ることは、内閣の決断によって成し得ます。私は国家のために、その

決断が近々なされることを願ってやみません。（以下略） 
  
  

カテゴリ： 政治も    フォルダ： 指定なし コメント(22) 

コメント(22) 

コメントを書く場合はログインしてください。 

2009/04/30 21:51Commented by 20a5911 さん 

麻生総理のミサイル撃墜命令は、世論調査で８割以上の支持を得られたそうですね。も

はや国民には軍事アレルギーなんて無いみたいですから、総理は怖がらずに安倍さんが

この前言ったように、集団的自衛権の行使を選挙公約に盛り込んじゃってほしいもんで

す。 
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それにしても、定額給付金が配られ始めてさあゴールデンウィークだと思った矢先に、豚

インフルエンザの大流行……。麻生さんも運がない……。消費が冷え込まなきゃいいけ

ど……。 
国内で感染者が出たら、またぞろマスコミのクズ共が叩きまくるんだろうなあ。なにごとも

なく終わってほしいものですな。  

2009/04/30 22:07

Commented by やまかんむり さん 

その閣議決定ができるかどうか。 注目しています。  

 

2009/04/30 23:21

Commented by 花うさぎ さん 

To iza-ryusooさん こんばんは。 
 
> 権利はあれども行使せずという見解を出させて活用しているのは、官僚内

閣制の政権の方ではないかと推察しています。 

 
普通の国を目指す、例えば安倍政権の時はこの指摘は当たらないでしょう。 

 
＞従って、貴台の想像は当面実現しないと思います。 

 
実現しないと大変なことになってしまうのですが…。 

 

2009/04/30 23:25Commented by 花うさぎ さん 

To 20a5911さん こんばんは。 
 
>麻生総理のミサイル撃墜命令は、世論調査で８割以上の支持を得られたそうですね。 
 
８割という数字はうかつにも認識していませんでした。 

 
＞麻生さんも運がない……。消費が冷え込まなきゃいいけど……。 

 
こればっかりは。 

 
>国内で感染者が出たら、またぞろマスコミのクズ共が叩きまくるんだろうなあ。 
 
何か一人陽性がでたようですね。 

 

2009/04/30 23:26Commented by 花うさぎ さん 

To やまかんむりさん  
 
>その閣議決定ができるかどうか。 注目しています。 
 
麻生さんの意志と決断だけですけどね(^^)。 

 

2009/04/30 23:53Commented by その蜩 さん 

こんにちわ。 
戦後初の防衛出動を敢えてやって土台を作ったのは麻生総理ですし、既に集団安全保

障の検討にも入ってるようですから、そこまで踏み込みそうな気がしますね。 
誹謗中傷渦巻く中ですが、日頃から仰ってるとおりに国に殉じる覚悟で決断して頂きたい

です。 

 

2009/05/01 00:26Commented by 花うさぎ さん 

To その蜩さん こんばんは。 
 
>戦後初の防衛出動を敢えてやって土台を作ったのは麻生総理です 
 
これは文句なく「良くやった」でしょう。 

 
＞既に集団安全保障の検討にも入ってるようですから、そこまで踏み込みそうな気がしま

すね。 

 
やってもらわないと困ります。 

 
>誹謗中傷渦巻く中ですが、日頃から仰ってるとおりに国に殉じる覚悟で決断して頂きた
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いです。 

 
あれだけ不人気の中で「耐え難きを耐え、忍び難きを忍び」でここまで回復したのですか

ら、信じています(^^)。  

2009/05/01 10:36Commented by すずめめだか さん 

麻生総理には、中山成彬氏と田母神俊雄氏の件で良きタイミングを自ら逃されました。 
３度目の正直でやり遂げ、後世に名を残す宰相となっていただきたい。 

 
そういう人物がこの国に生まれて欲しい。  

 

2009/05/01 10:36Commented by 風来坊 さん 

安部氏の主張はいちいちごもっともで、非の打ち所がありません。 
しかし、麻生氏にそれを期待するのなら、なぜ「安部総理」として自らやらなかったのか？ 
「集団的自衛権に関する検討委員会を設けたことは不要、不見識だった。総理の責任に

おいて『集団的自衛権を保有している。最終的には総理大臣たる自分が判断する』と述

べるべきだった」と指摘した村田良平氏の見解の方に、私は賛同します。 

 

2009/05/01 12:04Commented by 花うさぎ さん 

To すずめめだかさん こんにちは。 
 
>麻生総理には、中山成彬氏と田母神俊雄氏の件で良きタイミングを自ら逃されました。 
 
政権基盤が安定してなかったとはいえ、あれにはガッカリしましたね。しかし中山議員に

は自民党候補として再立候補に向けての署名活動が、田母神氏はあれ以来の講演・執

筆活動で逆に安全保障の議論が浸透しています。 

 
何がどうころぶか分からないものです(^^；。 
 
>３度目の正直でやり遂げ、後世に名を残す宰相となっていただきたい。 
>そういう人物がこの国に生まれて欲しい。 
 
もともとベタ負け予想でここまで来たのですから、ここで腹をくくれば「勝利の女神が微笑

む」のに、と思ってます。  

 

2009/05/01 12:10Commented by 花うさぎ さん 

To 風来坊さん  
 
>「集団的自衛権に関する検討委員会を設けたことは不要、不見識だった。 
 
一応、環境整備のつもりだったのでしょう。当時の産経を除く安倍パッシングは異常でした

し。 

 
＞村田良平氏の見解の方に、私は賛同します。 

 
これは一つの見識ですが、そのかわり参議院選挙では自民党はもっと酷いことになって

いたと思います。 

 
その意味で、北がミサイルを撃ち、ソマリア沖に海上自衛隊を派遣して国民の国防意識

が高まっている現在は「天の時」だと思うわけです。  

 

2009/05/01 14:30Commented by bunshiro さん 

花うさぎさん 
こんいんちは。 

 
>憲法九条の解釈を変更し、集団的自衛権の行使に踏み切ることは、内閣の決断に 
>よって成し得ます。 
今がチャンスというかその時が来たのだと思います。 
戦後の自虐から抜け出し、いわゆる普通の国防を目指すのか、今まで通り 
自虐志向のままでいくのか国民も問われると思います。 
たぶん、ネットがなかったらまだまだこのような議論はできなかったと思います。 
情報源が新聞やTVだけだったならとんでもない事になっていたかもしれませんね。 
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2009/05/01 15:15Commented by 花うさぎ さん 

To bunshiroさん こんにちは。 
 
>戦後の自虐から抜け出し、いわゆる普通の国防を目指すのか、今まで通り 

>自虐志向のままでいくのか国民も問われると思います。 
 
そうですね。問われているのは国民の意識ですね。 

 
>情報源が新聞やTVだけだったならとんでもない事になっていたかもしれませんね。 
 
その意味では新聞もテレビもいまは岐路に立たされているのだと思います。やはりこれも

情報革命でしょうね。  

 

2009/05/01 16:37

Commented by AW さん 

今すぐできる事を実行してほしいですね。 

 
集団的自衛権行使宣言 

非核三原則廃棄 
武器輸出三原則廃棄 
専守防衛破棄 
核武装宣言 

 
世界はシナの傍若無人な狂った要求でも何も行えないでいる。 
日本の正当な主張に世界の国は何もいえない！ 
むしろ多くの国が歓迎するだろう！ 

 

 

2009/05/01 18:40

Commented by 花うさぎ さん 

To AWさん こんばんは。 
 
>集団的自衛権行使宣言 

>非核三原則廃棄 
>武器輸出三原則廃棄 
>専守防衛破棄 
>核武装宣言 
 
これが普通の国ですよね(^^)。 
 
>むしろ多くの国が歓迎するだろう！ 
 
特アとアメリカ以外はその通りだと思います。 

 

2009/05/02 05:18Commented by 花うさぎ さん 

To iza-ryusooさん おはようございます。 
 
> 「当面」と記しました。自民党や民主党では無理という意味です。 
 
なるほど。 

 
もういい加減にガラガラポンして「政界再編」してくれませんかね～。  

 

2009/05/03 09:42Commented by 無駄話 さん 

新型インフルエンザが発生したというだけで日本中のマスクがアッという魔に売り切れた

（大手のダイワボウは６月分までの在庫が４日で出払った）。 
 しかし、憲法九条の解釈を変えるとか集団的自衛権行使となると国民はマスコミの音頭

で訳も判らず一斉に踊り出す。 
 今日の某新聞のコラムにはノーベル賞の益川さんやアンパンマンのやなせたかしさん

の言葉を借りて、「何が何でも戦いはいけない」と言わせている。英語の論文も書けない

物理学者や作品の中では悪い奴との戦いばっかり描いているマンガ家がよく言うよ。 
 そんな奴のコメントしか挙げられない匿名のコラムもふざけている。 

 
安倍さんには出来るだけ早く復活していただいて、前よりもっとしぶとくやっていただきた

いものです。 
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 保守的な言辞を吐いていた連中が掌を返したように安倍攻撃陣に加わったことを忘れ

ない。誰方とは言わぬが，今またそ知らぬ顔で「保守でござい」と手楽な論を弄んでいる

のは見苦しい。  

2009/05/03 11:15

Commented by 花うさぎ さん 

To 無駄話さん  
 
>安倍さんには出来るだけ早く復活していただいて、前よりもっとしぶとくやっ

ていただきたいものです。 

 
本当ですね。でも復活の日は近いでしょう。 

 
> 保守的な言辞を吐いていた連中が掌を返したように安倍攻撃陣に加わったことを忘

れない。 

 
いまでも昨日のことのように覚えてます。信じたら大きな目で温かく見守るという「寛容の

精神」はどこに行ったと言いたいですね。  

 

2009/05/04 17:25Commented by しばりょう さん 

花うさぎ様 
いつも イザ ブログでも、正論 共感しています。 
昨日は NHKスペシャル 天皇と憲法で 大日本帝国憲法が 
のちの、戦争の原因だといっておりましたが、 
なぜ 憲法記念日に、今の日本国憲法の 特集をやらないのでしょうか。 
まったく NHKは 最近 偏向が 目立って強くなってきましたね。 
今の憲法は善で 明治憲法が悪と どうして断定できるのでしょうか。出演者の 立花はじ

め 売国奴ばかりじゃないですか。 
ほんま 公平ではないですｂ￥ね。 
最後まで、見ていませんでしたので、これ以上 コメントできませんが、確かに NHK お

かしい。共産主義者が 内部で 暗躍しているようで、危険ですね。 
こんなNHKが、司馬さんの最高傑作 坂の上の雲を製作しているなんて、ちょっと 分裂

症気味ですね。 

 

2009/05/04 17:49Commented by 花うさぎ さん 

To sibaryou55さん こんにちは。 
 
>まったく NHKは 最近 偏向が 目立って強くなってきましたね。 
 
実は今に始まった事ではないのですが、表現が露骨になっただけです。 

 
＞共産主義者が 内部で 暗躍しているようで、危険ですね。 

 
本当に危険だと思います。 

 
>こんなNHKが、司馬さんの最高傑作 坂の上の雲を製作しているなんて、ちょっと 分

裂症気味ですね。 

 
明治維新から日露戦争までの日本はマル、大東亜戦争敗北までの日本はバツという司

馬史観ですから、NHK好みかも知れませんよ。乃木希典をNHKでは同描写するのでしょ

う？。 

 

2009/05/05 14:24Commented by しばりょう さん 

 [坂の上の雲]司馬史観には 賛否両論ありますが、 
坂本龍馬 秋山兄弟はじめ すばらしい日本人を紹介したのは、 
紛れもなく司馬さんですね。世に棲む日々の 高杉晋作も 最高ですし、峠の 河井継乃

助 花神の 大村益次郎 燃えよ剣の 土方歳三 
菜の花の沖の 高田屋嘉兵衛等 ごく1部ですが、素敵な日本人 
を描いています。 
司馬さんには、昭和の小説も書いて欲しかったですが、自ら従軍し、 
そのつらい経験から、書きたくなかったのでしょうね。 
司馬さんに続く人が出てこないのが残念です。 
日露戦争以降に 突然 日本人が 残虐 非道な 集団に変貌 
するはずもなく、パール判事 ビルマの竪琴 等で、日本人が 

 

7元気になった安倍氏の主張：イザ！

http://hanausagi.iza.ne.jp/blog/entry/1016952/



 

アジアの植民地を終わらせたのは、確かなことですね。 
昭和について、もっと、客観的に 語れる 司馬さんクラスの 
人物の出現を期待します。 
その意味でも、新しい歴史教科書をつくる会の運動には、期待しています。偏向マスコミ 

日教組に 似非平和運動家に 邪魔され 
大きな動きにならないのは 残念です。 
中に 高橋史郎氏は 私 同郷で 高校まで 同じ同級生です。素晴らしい人です。もっと

活躍をしてほしいと願っています。 

2009/05/05 19:06Commented by 花うさぎ さん 

To sibaryou55さん こんばんは。 
 
> [坂の上の雲]司馬史観には 賛否両論ありますが、 
>坂本龍馬 秋山兄弟はじめ すばらしい日本人を紹介したのは、 
>紛れもなく司馬さんですね。 
 
私は司馬氏の日露戦争での乃木希典大将への評価は納得できません。これは違うと思

いますよ。 

 
>昭和について、もっと、客観的に 語れる 司馬さんクラスの 
>人物の出現を期待します。 
 
これは賛成します。 

 
>その意味でも、新しい歴史教科書をつくる会の運動には、期待しています。偏向マスコ

ミ 日教組に 似非平和運動家に 邪魔され 
>大きな動きにならないのは 残念です。 
 
中條さんも云ってましたが、具体的な応援（恐らく市販の教科書を多数購入する事だと思

いますが）をしないと思いは実現しないと。 

 
しかし今の教科書って50年前と比較すると凄い立派ですね。  
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